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一
緯
騨
線
製
駕
卜
一

一
九
八
九
年
三
月
、
社
会

学
部
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
て

か
ら
九
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
皆
様
の
理
解
と
協
力

11轟轟 轟 轟 l:iミ

よξ鯖吾電1竃理負臨

■ヽ
新
任
の
四
大
使
が
閣
議
で

決
定
さ
れ
、
四
月
八
日
付
け

で
発
令
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

新
設
の
ク
ロ
ア
チ
ア
大
使
と

し
て
大
羽
奎
介
氏
の
名
が
あ

っ
た
こ
と
に
気
付
か
れ
た
Ｏ

Ｂ
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
発
表
さ
れ

た
経
歴
は
法
大
大
学
院
中
退

後
、
外
務
省
勤
務
。
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
大
使
館
参
事
官
。

こ
の
大
羽
氏
は
社
会
学
部

増
島
ゼ
ミ
の

一
九
五
九
年
卒

業
生
で
あ
る
。
大
羽
氏
を
め

ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数
多
い

が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
ゆ

ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

社
会
学
部
創
立
三
五
周
年

が
多
摩
で
祝
わ
れ
た
と
き
、

中
村
哲
元
総
長
が
Ｂ
棟
の
大

に
よ
り
、
会
報
十
三
号
の
発

行
、
学
部
教
授
会
と
の
懇
談
、

他
学
部
と
の
交
流
、
土
曜
セ

ミ
ナ
ー
、
卒
業
生
を
講
師
に

し
た
社

・
経
合
同
就
職
セ
ミ

ナ
ー
等
、
事
業
活
動
も
活
発

に
行

っ
て
来
ま
し
た
。
会
員

の
輪
も
次
第
に
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す

（会
費
納
入

会
員

一
一
〇
〇
名
）
。
し
か

し
、
卒
業
生
の
人
数
か
ら
見

れ
ば
、
も

っ
と
大
き
な
輪
に

広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

強
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

六
月
の
総
会
で
は
、
役
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
次
期
役

員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
員
各
位
の
積
極
的
な
立
候

補
ま
た
は
ご
推
薦
を
お
願
い

し
ま
す
。
締
切
日
は
、
六
月

一
五
日
ま
で
に
事
務
局
へ
必

着
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
九
九
八
年
度
、
定
期
総

会
、
懇
親
会
を
左
記
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。
会
員
各
位
是

非
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
上ハ
月
二
〇
日
０

十
三
時
か
ら

一
、
場
所
　
一昌
士
見
校
舎

五
五
三
番
教
室

一
、
講
演
　
社
会
学
部
教
授

羽
場
久
泥
子
氏

一
、
議
事

０
事
業
報
告

②
会
計
報
告

０
会
計
監
査
報
告

０
次
年
度
の
活
動
方
針
及

び
予
算
（案
）
に
つ
い
て

同
次
期
役
員
の
選
考
と
承

認
に
つ
い
て

総
会
終
了
後
懇
親
会
を
開

き
ま
す
。
場
所
　
一
一階
教
職

員
食
堂
、
会
費
七
千
円

な
お
、
同
窓
会
年
会
費
は

三
千
円
で
す
。

教
室
で
祝
辞
を
寄
せ
ら
れ
、

そ
こ
で

「社
会
学
部
が
ユ
ー

ゴ
に
い
る
大
羽
君
の
よ
う
な

人
物
を
育
て
た
こ
と
に
敬
意

を
表
す
る
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
思
い
だ
し
た
い
。

ま
た
、

『世
界
』
の
本
年

五
月
号
で
藤
田
省
三
名
誉
教

授
が

「戦
後
精
神
史
」
を
論

じ
る
中
で
大
羽
氏
の
名
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し

て
お
き
た
い
。

雑
誌

『法
政
』
の
近
刊
号

で
大
羽
大
使
と
法
学
部
の
下

斗
米
教
授
が
対
談
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
Ｔ
）

〔追
記
〕

『朝
日
新
聞
』

９８

５
・
１６
「窓
」
欄
参
照
。

社
会
学
部
の
卒
業
生
に

は
多

士
多
才

の
士

が
多

こ
こ
に
紹
介
の

『
切
り

絵
』

の
佐
藤
広
士
さ
ん

（５９
年
卒
業
）
も
そ
の

一

人
で
あ
ろ
う
。
医
療
機
関

に
勤
務
し
て
の
激
務
の
余

暇
を
利

用
し
て

の
作
品

で
、
勤
務
地
板
橋
区
を
中

心
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の

中
か
ら
掲
載
。

昭わ15年 項の若が l日 道t左 が新川越街道、
路の中にけやきがある。

現在 の五本けや き附近

若が 1日 道、左が現在川速街道
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